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大学での共修授業におけるメタ認知と批判的思考の養成

小林由子（北海道大学）
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問題と目的

本発表の目的は，メタ認知と批判的思考の養成

を目的とした大学における共修授業の実践につい

て，学習内容と受講者からのフィードバックによ

り検討することである。

「共修授業」とは，日本人学生と留学生がとも

に学ぶ授業を指す。本実践では，授業で使用する

言語は日本語とし，日本語能力が中級以上である

留学生を対象としている。「中級」の日本語能力と

は ， 判 断 基 準 の ひ と つ で あ る （

）では，文単位での発話が

可能であり，身近で具体的な事項については話す

ことができるが，段落単位のまとまった発話や抽

象的な話題は不得意なレベルである。

共修授業については日本語教育・留学生教育の

分野で様々な試みがなされている（末松ほか（編

著）， など）。しかし，教育心理学との関連づ

けは未だ十分ではない。

本実践ではグループワークを中心とした授業を通

じて，メタ認知について知り多様な視点から考え

ることができる批判的思考力を身につけることを

目指している。「多文化・異文化に関する知識の理

解」「コミュニケーションスキル」「情報リテラシ

ー」「論理的思考力」「問題解決力」は中央教育審

議会の「 世紀型市民としての学士力」にも挙げ

られており，大学で育成すべきスキルである。

日本人大学生と留学生の共修授業では，参加者

が多文化・異文化に属することが可視化されてお

り，日本人学生・留学生ともに交流に対する動機

づけが高いことから，対話を通じて上記のスキル

を養いうることが期待できる。

しかしながら，日本語能力が中級の留学生が参

加しているため，内容をいかに具体化し理解可能

にするかを考慮に入れつつ，グループワークをフ

ァシリテートしていかなければならない。

方 法

調査対象者

調査に同意した授業参加者 名（日本人大学

生・留学生各 名）。

授業方法

トピック毎に，授業前にディスカッションの題

材の提示をしておき，導入的なグループワークと

講義，トピックについてのグループディスカッシ

ョン，グループディスカッションの結果のシェア，

補足的な講義，課題の提出という流れで行った。

グループは 〜 名で必ず日本人学生と留学生が

混在している。

設定したトピックは「メタ認知の重要性」「聴き

手や読み手を考える」「スキーマとステレオタイプ」

「ジンクス」「フェイクニュース」「認知バイアス」

「論理の勘違い」「レポートの書き方（論拠により

問いと答えを合わせ一貫したレポートを書く）」

「身近な問題について考える」などである。

データ

授業毎の学生のコメントシート（大福帳），授業

終了後のアンケートおよびインタビューにより分

析を行った。

結果と考察

授業終了後の 件法での評価では，「グループ

ワークで自分で発見ができた」

「他の人の意見をよく聞き，違う考え方を知るこ

とができた」 「いろいろな言語や

文化，価値観について考えることができた」

「他の人の話を聞いたり他の人が

書いたものを読むときに考えることができるよう

になった」 「人間がやってしまう

ことが多い『認知バイアス』について理解した」

「これから，より深く考えること

ができるようになると思う」 と，

おおむね高い評価を得た。授業目標はある程度達

成できたといえる。

日本人学生と留学生の差，留学生の日本語力に

よる差は見られなかった。終了後のコメントは日

本人学生・留学生とも日本語使用に関するものが

多かったが，授業毎のコメントシートでは授業内

容についてのふりかえりが多く見られた。

共修授業では文化差や言語差が可視化されてい

るが，日本人のみのクラスでも，背景の差を意識

化できれば，同様の実践は可能と考えられる。
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興味関心の低い事柄の記憶活動は
睡眠によって抑制されるかもしれない

―無意味語および使用頻度の低い英単語を用いた睡眠時間の 群比較検討―

○後藤広太郎（東京農業大学） 為貝莉穂＃（東京農業大学）
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問題と目的

近年において「睡眠負債」を含め，社会的に「睡

眠」に対する関心が高まりを見せている。以前よ

り，睡眠が認知および運動機能に及ぼす影響につ

いての知見は蓄積されてきており，記憶に関して

は睡眠とのポジティブな関連を示唆するデータが

報告されている（瀬尾ら ；鈴木 ）。

ら（ ）の研究では，睡眠が記憶情報の喪失を

抑制しつつ記憶を向上させる効果があることも報

告している。

しかし睡眠と記憶に関する領域は，「モチベーシ

ョン」や「記憶する事柄の質」との関連など，更

なる研究知見の蓄積が必要と思われる。

よって本研究では，「睡眠時間」と「興味関心（重

要度－使用頻度）の低い情報の記憶」との関連に

ついて検討することを目的とした。具体的には，

①アルファベットの羅列（無意味語）と，②未知

の英単語（通常使用することのない）の二種類の

情報を用いて検討した。

方 法

実験協力者

「睡眠障害がない（自覚がない）」と自己申告し

た東京農業大学生物産業学部生 名 男子 名，

女子 名； ～ 歳 を対象として睡眠実験を行

った。

記憶課題

自己作成したアルファベット課題 母音・同じ

アルファベットの連続を除外，大文字，無意味語

に限定 題と英単語 題 予備調査で使用頻度

がほとんど と確認された単語 を用いた。

実験条件

独立変数である睡眠時間について， 時間睡

眠群（ 名 以下睡眠有群）と 時間睡眠群（

名：以下睡眠無群）の 群を設定した。なお，事

前に実験協力者全員に数唱課題（ウエクスラー知

能検査の順唱・逆唱課題）を実施し，そのスコア

を基に睡眠有無 群間に差異が生じないように群

分けを行った。

実験手続き

睡眠直前に 分間，アルファベットと英単語を

それぞれ記憶してもらい，翌日に実験を行った。

実験は，実験手続きの確認教示 分→閉眼安静

分→課題 分→事後アンケート 分，の流れで

実施した。

課題スコア記録

アルファベット問題と英単語問題に対して，

問 点と設定し，合計 点満点とした。

結果と考察

課題遂行の結果から，アルファベット課題・英

単語両課題の合計スコアにおいて，睡眠無群の方

が高いことが確認された（ ）。また，一元

配置分散分析による推測統計処理から有意な差が

示された（ ）。さらに二つの課題それぞれに

ついて検討した結果，完全に必要性の低い情報（ア

ルファベットの羅列課題）は，睡眠有群の方が睡

眠無群よりも記憶保持の度合いが低いことが確認

された。同様に，必要性の低い情報（見慣れない

英単語）に関しても，睡眠有群の記憶保持の度合

いが低く，相対的に睡眠有群の方が高い記憶保持

の度合いを示していた。

記憶課題（アルファベット・英単語ス

コアの合算）における睡眠有無の比較検討

関連する先行研究との結果からは，短時間睡眠

の方がストループ課題等の認知課題の遂行時間や

エラー数が増加しており（

； ら， ），本実験との結果と相反

するものとなった。

両課題共に睡眠有群のスコアが低かった理由と

して，睡眠を取った事により「必要性の低い情報

に対する記憶の忘却が生じた（ ，

）」ものと考えられた。

また，先行研究との「記憶課題の質（実験協力

者の主観）」が異なること（≒記憶課題に伴う感情

の度合い）で，睡眠時の記憶関連メカニズムに何

らかの影響を及ぼしたものと推測された。
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